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はじめに

この章は、次の項で構成されています。

• 対象読者, ix ページ

• マニュアルの構成, ix ページ

• 表記法, xi ページ

• 関連資料, xii ページ

• 新機能および変更された機能に関する情報, xii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xiii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

説明タイトル章

Eシリーズサーバをすばやくセットアップし、使用するた
めのコマンドおよび手順のリストについて説明します。

設定に関するクイッ

クリファレンス

第 1章
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説明タイトル章

Eシリーズサーバの概要、ハードウェアおよびソフトウェ
アの要件、および Eシリーズサーバのオプションについ
て説明します。

Cisco UCS E-Series
Serversの概要

第 2章

ルータに Eシリーズサーバをインストールする方法を説
明します。

ルータへの Eシリー
ズサーバのインス

トール

第 3章

Cisco SRE-Vと Eシリーズサーバ、および ISR G2と Cisco
ISR 4451-Xの設定の違いを示します。

設定上の違い第 4章

CIMCアクセスを設定するためのオプションについて説明
します。

CIMCアクセスの設
定

第 5章

CIMCの概要と、CIMCにログインする方法について説明
します。

CIMCへのアクセス第 6章

RAIDオプションと、RAIDの設定方法について説明しま
す。

RAIDの管理第 7章

オペレーティングシステムをインストールする方法につ

いて説明します。

オペレーティングシ

ステムのインストー

ル

第 8章

ルータと Eシリーズサーバ間の接続を設定する方法につ
いて説明します。

ルータと Eシリーズ
サーバとの接続の設

定

第 9章

BIOSの概要、BIOSファームウェアのインストール方法、
BIOSセットアップメニューへのアクセス方法について説
明します。

BIOS第 10章

破損したCIMCファームウェアの復旧方法について説明し
ます。

破損した CIMC
ファームウェアの復

旧

第 11章

診断テストを実行する方法について説明します。診断テスト第 12章

ISR G2と Eシリーズサーバを設定するための Cisco IOS
コマンドのリストを示します。

Cisco IOSソフトウェ
アコマンドリファ

レンス：ISR G2

第 13章
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表 1：新しい機能および『Getting Started Guide for Cisco UCS E-Series Servers, Release 2.0』での重要な変更

参照先説明機能

このマニュアル。Eシリーズサーバをサポートするすべ
てのプラットフォーム（Cisco 2900お
よび 3900 Integrated Services Router
（ISRG2）およびCisco 4451-Xサービ
ス統合型ルータ（Cisco ISR4451-X））
用の 1冊のスタートアップガイド

スタートアップガイドの統合

CIMCアクセスの設定, （25ページ）次の情報を提供します。

• CIMCアクセスの設定：ISR G2

• CIMCアクセスの設定：Cisco ISR
4451-X

CIMCアクセスの設定

ルータと Eシリーズサーバ間の接続
の設定, （95ページ）

次の情報を提供します。

• ISR G2と Eシリーズサーバ間の
内部接続の設定

• Cisco ISR 4451-Xと Eシリーズ
サーバ間の内部接続の設定

ルータと Eシリーズサーバ間の接続
の設定

RAIDの管理, （65ページ）強化された RAID機能。RAID

オペレーティングシステムまたはハイ

パーバイザのインストール, （77ペー
ジ）

デバイスカテゴリ内の特定のデバイス

からサーバを起動するために追加され

たサポート。

サーバのブート順の設定

オペレーティングシステムまたはハイ

パーバイザのインストール, （77ペー
ジ）

強化されたホストイメージマップ機

能。

ホストイメージマッピング

診断テスト, （129ページ）強化された診断イメージマッピング機

能。

ホストへの診断イメージのマッピング

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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第 1 章

設定に関するクイックリファレンス

コマンド一覧や、Cisco UCS Eシリーズサーバ（Eシリーズサーバ）の簡単なセットアップ手順
や使用手順だけを必要とする場合は、この設定に関するクイックリファレンスの章を参照して

ください。個々の設定手順に関する詳細については、以降の章で説明します。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされていないオプショ

ン 1 - Eシリーズサーバを購入した場合、この設定に関するクイックリファレンスの章を参照
してください。オプション 2（Microsoft Windows Serverが事前にインストールされている E
シリーズサーバ）またはオプション 3（VMware vSphere Hypervisor™が事前にインストールさ
れている Eシリーズサーバ）を購入した場合、設定手順が一部異なります。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

• 設定に関するクイックリファレンスタスク, 2 ページ

Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 2.x    
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設定に関するクイックリファレンスタスク
次の図は、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされていない

オプション 1 - Eシリーズサーバの基本的なワークフローを示しています。

図 1：基本的なワークフロー - オプション 1

   Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 2.x
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•アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックをルータ経由にす
る場合、Cisco IOSCLIを使用して、ルータとEシリーズサーバ間の内部接続を設定します。
ルータと Eシリーズサーバ間の接続の設定, （95ページ）を参照してください。
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第 2 章

Cisco UCS E シリーズサーバの概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Eシリーズサーバの概要, 5 ページ

• サーバソフトウェア, 6 ページ

• Eシリーズサーバの管理, 8 ページ

• Eシリーズサーバオプション, 8 ページ

• このガイドで使用される共通用語, 13 ページ

Cisco UCS E シリーズサーバの概要
Cisco UCS E-Series Servers（Eシリーズサーバ）は、次世代の Cisco UCS Expressサーバです。 E
シリーズサーバは、サイズ効率、重量効率、電力効率に優れたブレードサーバのファミリであ

り、Generation 2 Cisco Integrated Services Router（ISRG2）およびCisco 4451-Xサービス統合型ルー
タ（CiscoISR4451-X）に収容されます。これらのサーバは、オペレーティングシステム（Microsoft
Windowsや Linuxなど）上でベアメタルとして、あるいはハイパーバイザ（VMware vSphere
Hypervisor™、Microsoft Hyper-V、Citrix XenServerなど）上で仮想マシンとして導入される、ブラ
ンチオフィスアプリケーション向けの汎用コンピューティングプラットフォームを提供します。

Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 2.x    
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E シリーズサーバの管理
次の表に、Eシリーズサーバで使用される管理インターフェイスを示します。

表 2：E シリーズサーバ管理インターフェイス

説明管理インターフェイス

ホストルータと Eシリーズサーバを設定します。Cisco IOS CLI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用されるWebベー
スの GUI。

CIMC GUI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用される SSHベー
スの CLI。

CIMC CLI

サーバ設定およびステータスを表示し、SimpleNetworkManagementProtocol（SNMP;
簡易ネットワーク管理プロトコル）を通じて障害およびアラート情報を送信しま

す。

SNMP

E シリーズサーバオプション
Eシリーズサーバは次のオプションで提供されます。

•オプション 1：オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされ
ていない Eシリーズサーバ

•オプション 2：Microsoft Windows Serverが事前にインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。

このオプションを購入すると、Microsoft Windows Serverライセンスが事前に
アクティベートされます。

（注）

•オプション 3：VMware vSphere Hypervisor™が事前にインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。
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事前にインストールされているVMware vSphereHypervisor™のデフォルトユー
ザ名は rootです。この名前は変更できません。また、デフォルトパスワード
は passwordです。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

次の図に、Eシリーズサーバのオプションを示します。

図 4：E シリーズサーバのオプション
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オプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事
前にインストールされていない E シリーズサーバ）の基本的なワーク
フロー

次の図は、オプション 1（Eシリーズサーバオペレーティングシステムまたはハイパーバイザの
事前インストールなし）の基本的なワークフローを示しています。

図 5：基本的なワークフロー - オプション 1
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次の手順は、オプション 1（ハードウェアのみ。Eシリーズサーバオペレーティングシステムま
たはハイパーバイザの事前インストールなし）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参

照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバのルータへのインストール, （
15ページ）を参照してください。

Eシリーズサーバをルータにイ
ンストールします。

ステップ 1   

CIMCアクセスの設定, （25ページ）を参照して
ください。

CIMCアクセス用のCIMC IPア
ドレスを設定します。

ステップ 2   

CIMCへのアクセス, （59ページ）を参照してく
ださい。

CIMCにアクセスします。ステップ 3   

RAIDの管理, （65ページ）を参照してください。RAIDを設定し、ディスクドラ
イブをブート可能にします。

ステップ 4   

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

のインストール, （77ページ）を参照してくださ
い。

オペレーティングシステムを

インストールし、必要に応じて

ドライバをインストールしま

す。

ステップ 5   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを

応じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 6   

•アプリケーションまたはオペレーティングシ
ステムに対するトラフィックをルータ経由に

しない場合、サーバのホストオペレーティン

グシステムを使用してEシリーズサーバの外
部 GE2または GE3インターフェイスを設定
します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシ
ステムに対するトラフィックをルータ経由に

する場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータ
と Eシリーズサーバ間の内部接続を設定しま
す。ルータとEシリーズサーバ間の接続の設
定, （95ページ）を参照してください。
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オプション 2（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事
前にインストールされている E シリーズサーバ）の基本的なワークフ
ロー

次の手順は、オプション 2（Eシリーズサーバオペレーティングシステムまたはハイパーバイザ
の事前インストールあり）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバのルータへのインストール, （15
ページ）を参照してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   

CIMCアクセスの設定, （25ページ）を参照してく
ださい。

CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータとEシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシス

テムを使用して Eシリーズサーバの外部 GE2
または GE3インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと Eシ
リーズサーバ間の内部接続を設定します。ルー

タと Eシリーズサーバ間の接続の設定, （95
ページ）を参照してください。

CIMCへのアクセス, （59ページ）を参照してくだ
さい。

CIMCにアクセスし、CIMCか
らMicrosoft Windows Serverに
アクセスします。

ステップ 4   
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オプション 3（VMware vSphere Hypervisor が事前にインストールされ
ている E シリーズサーバ）の基本的なワークフロー

次の手順は、オプション 3（EシリーズサーバVMware vSphere Hypervisor™の事前インストール
あり）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバのルータへのインストール, （15
ページ）を参照してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   

CIMCアクセスの設定, （25ページ）を参照してく
ださい。

CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシス

テムを使用して Eシリーズサーバの外部 GE2
または GE3インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと Eシ
リーズサーバ間の内部接続を設定します。ルー

タと Eシリーズサーバ間の接続の設定, （95
ページ）を参照してください。

CIMCへのアクセス, （59ページ）を参照してくだ
さい。

CIMCにアクセスし、CIMCか
ら VMware vSphere
Hypervisor™にアクセスしま
す。

ステップ 4   

このガイドで使用される共通用語
次に、このガイドで使用される共通用語をまとめます。
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表 3：共通用語

説明用語

Cisco Integrated Management Controller

CIMCは Eシリーズサーバの管理サービスです。 CIMCはサーバ内で動作します。 CIMCを
使用して別のサーバへのアクセス、設定、管理、およびモニタを行えます。

CIMC

コマンドラインインターフェイス。CLI

Integrated Management Controller.

IMCは Cisco IOSコマンドによって CIMCを設定するときに使用されます。

IMC

ボード管理コントローラ。BMC

オンボード LAN

共有 LOMインターフェイスは CIMCアクセスを設定するために使用されます。

LOM

Redundant Array of Inexpensive Disks

RAIDは Eシリーズサーバデータファイルを保存するために使用されます。

RAID
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第 5 章

CIMC アクセスの設定

この章では、Eシリーズサーバのインターフェイスの概要と、Eシリーズサーバが ISR G2と
Cisco ISR 4451-Xにインストールされたときに CIMCアクセスを設定する手順について説明しま
す。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• CIMCアクセスの設定：ISR G2, 26 ページ

• CIMCアクセスの設定：Cisco ISR 4451-X, 39 ページ

• CIMC設定ユーティリティによる CIMCアクセスの設定, 55 ページ

• スクリプトファイルによるネットワークのスタティック設定の定義, 57 ページ
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•ローカルユーザの場合は、Cisco IOS CLIまたはCIMC設定ユーティリティを使用してCIMC
アクセスを設定します。

E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設
定：ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 9：E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。
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次の図は、Eシリーズサーバの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 12：E シリーズサーバの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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次の図は、Eシリーズサーバの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 17：E シリーズサーバの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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[CIMC Configuration Utility]が表示されます。

図 18：CIMC Configuration Utility

ステップ 5 CIMC Configuration Utilityを使用して NICモードと NICの冗長性を設定し、DHCPをイネーブル
にするか、スタティックなネットワーク設定を指定するかを選択します。

a) [NICmode]領域から、CIMCへのアクセスに使用するポートを選択します。次のオプションが
あります。

• [Dedicated]：CIMCへのアクセスに 10/100 IMCポートを使用します。

• [Shared LOM]（デフォルト）：CIMCへのアクセスに 4つの 1 Gbイーサネットポートを
使用します。これが出荷時のデフォルト設定です。

b) [NIC redundancy]領域で、NICの冗長性を選択します。次のオプションがあります。

• [None]：イーサネットポートは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバー
を行いません。

• [Active-standby]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場合、スタンバイ
ポートにトラフィックがフェールオーバーします。これが出荷時のデフォルト設定です。

c) [IPV4 (Basic)]領域で、次のいずれかの操作を実行します。
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第 6 章

CIMC へのアクセス

この章は、次の項で構成されています。

• CIMCの概要, 59 ページ

• CIMC GUIへのログイン, 61 ページ

• CIMCホームページ, 62 ページ

• CIMCからMicrosoft Windows Serverへのアクセス, 62 ページ

• CIMCから VMware vSphere Hypervisorへのアクセス, 63 ページ

• 次の作業, 63 ページ

CIMC の概要
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Eシリーズサーバ用の管理サービスです。
CIMCはサーバ内で動作します。Webベースの GUIまたは SSHベースの CLIを使用して、サー
バにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

CIMCを使用すると次のサーバ管理タスクを実行できます。

•サーバの電源のオン、電源のオフ、電源再投入、リセット、およびシャットダウンを行う

•サーバのブート順を設定する

• RAIDレベルを管理する

•サーバのプロパティとセンサーを表示する

•リモートプレゼンスを管理する

•ローカルユーザアカウントを作成して管理し、Active Directoryによるリモートユーザの認
証をイネーブルにする

• NICプロパティ、IPv4、VLAN、ネットワークセキュリティなど、ネットワーク関連の設定
を行う
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CIMC GUI へのログイン
はじめる前に

• CIMCにアクセスする IPアドレスを設定していることを確認します。

• AdobeFlashPlayer 10以降がインストールされていない場合は、ローカルマシンにインストー
ルします。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、最初のセットアップ時にCIMCにアクセスするために設定した IPアドレスを入
力します。

ステップ 2 セキュリティダイアログボックスが表示された場合は、次の操作を実行します。

a) （任意）チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。
b) [Yes]をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 ログインウィンドウで、ユーザ名とパスワードを入力します。

未設定のシステムに初めてログインする場合は、ユーザ名に admin、パスワードに
passwordを使用します。

ヒント

ステップ 4 [Log In]をクリックします。
[Change Password]ダイアログボックスが表示されます。

[Change Password]ダイアログボックスは、CIMCに初めてログインするときにのみ表示
されます。以降のリブート時には表示されません。

（注）

ステップ 5 [New password]フィールドに新規パスワードを入力します。

ステップ 6 確認のために [Confirm Password]フィールドにもう一度パスワードを入力します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
[Server Summary]ページが表示されます。これは CIMCのホームページです。 CIMCホームペー
ジ, （62ページ）を参照してください。

Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 2.x    
   OL-29450-01-J 61

CIMC へのアクセス
CIMC GUI へのログイン



CIMC ホームページ
図 19：CIMC ホームページ

CIMC から Microsoft Windows Server へのアクセス
はじめる前に

• CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。

• Microsoft Windows Serverを Eシリーズサーバにインストールします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 KVMコンソールから、インストール済みのMicrosoft Windows Serverオペレーティングシステム
にアクセスします。
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CIMC から VMware vSphere Hypervisor へのアクセス
はじめる前に

• CIMCアクセス用の CIMC IPアドレスを設定します。

• VMware vSphere Hypervisorを Eシリーズサーバにインストールします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Server Summary]ページの [Actions]領域にある [Launch KVM Console]アイコンをクリックしま
す。

[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 KVMコンソールの [KVM]タブをクリックします。
VMware vSphere Hypervisor™の Direct Console User Interface（DCUI）が表示されます。 VMware
vSphere Hypervisor™で、ホストに IPアドレスを割り当てている場合、その IPアドレスは [DCUI]
ページに表示されます。または、スタティック IPアドレスを指定できます。 VMware vSphere
Hypervisorへのスタティック IPアドレスの割り当て, （87ページ）を参照してください。

ステップ 5 vSphereClientがインストールされていることを確認します。インストールされていない場合はイ
ンストールします。 vSphere Clientのダウンロードとインストール, （89ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 6 vSphere Clientから、VMware vSphere Hypervisor™にログインします。
ログインするには、VMware vSphere Hypervisor™から割り当てられた IPアドレス、またはステッ
プ 4で指定したスタティック IPアドレスを使用します。

事前にインストールされている VMware vSphere Hypervisor™のデフォルトユーザ名は
rootです。この名前は変更できません。また、デフォルトのパスワードは passwordで
す。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

次の作業
必要に応じて、次のいずれかを実行します。

• Eシリーズサーバオプション 2（Microsoft Windows Serverがプレインストールされた Eシ
リーズサーバかオプション 3（VMware vSphere Hypervisor™がプレインストールされた Eシ
リーズサーバ）では CIMC GUIまたは CIMC CLIを使用してサーバの管理とモニタを行いま
す。
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第 7 章

RAID の管理

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前に
インストールされていない Eシリーズサーバ）を購入し、ローカルの Redundant Array of
Inexpensive Disks（RAID）にデータファイルを保存する場合、RAIDを設定する必要がありま
す。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

• RAIDオプション, 65 ページ

• RAIDの設定, 69 ページ

• 次の作業, 75 ページ

RAID オプション
Eシリーズサーバのデータファイルをローカルの Redundant Array of Inexpensive Disks（RAID）
に保存できます。次の RAIDレベルがサポートされています。

•シングル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0と RAID 1レベルがサポートされます。

•ダブル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0、RAID 1、およびRAID 5レベルがサポートされ
ます。

• PCIeオプションを搭載したダブル幅の Eシリーズサーバは、RAID 0および RAID 1レベル
をサポートします。
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RAID 0

RAID 0では、データは 1台以上のディスクドライブにわたるストライプブロックに冗長性（ミ
ラーリング）なしで均等に保存されます。すべてのディスクドライブのデータは異なります。

図 20：RAID 0

RAID 1と比較すると、RAID 0では両方のディスクドライブがデータの保存に使用されるため、
記憶域が増加します。 2台のディスクドライブ内で読み取り操作と書き込み操作が並行して発生
するため、パフォーマンスは向上します。

ただし、耐障害性、エラーチェック、ホットスペア、またはホットスワップには対応していま

せん。一方のディスクドライブで障害が発生した場合は、アレイ全体のデータが破壊されます。

エラーチェックやホットスワップの機能がないため、アレイは回復不能なエラーの影響を受けや

すくなります。

RAID 1

RAID 1は、ディスクドライブのミラーセットを作成します。この場合、両方のディスクドライ
ブ内でデータがまったく同じになるので、冗長性とハイアベイラビリティが実現されます。一方

のディスクドライブで障害が発生した場合は、他方のディスクドライブが引き継ぎ、データは保

持されます。
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RAID 1では、ホットスペアのディスクドライブを使用できます。ホットスペアドライブは常に
アクティブであり、フェイルオーバ時のホットスタンバイとして待機します。

図 21：RAID 1

RAID1は耐障害性とホットスワップに対応しています。 1台のディスクドライブで障害が発生し
た場合は、障害のあるディスクドライブを取り外して新しいディスクドライブに交換することが

できます。

ただし、RAID0と比べると、ストレージ用として使用できる潜在的なディスク容量の合計が半分
しかなく、パフォーマンスに影響を及ぼします。
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RAID 5

RAID 5では、データがすべてのディスクドライブにわたって保存され、各ドライブにパリティ
データが分散されます。それにより、低コストで冗長性が実現されます。

図 22：RAID 5

RAID 5は RAID 1よりも多くのデータストレージ容量を提供すると共に、RAID 0よりも優れた
データ保護を提供します。ホットスワップもサポートしていますが、RAID 1の方が優れたパ
フォーマンスを提供します。

非 RAID

コンピュータのディスクドライブがRAIDとして設定されていない場合、コンピュータは非RAID
モードです。非 RAIDモードは、Just a Bunch of Disksまたは Just a Bunch of Drives（JBOD）とも
呼ばれます。非 RAIDモードでは、耐障害性、エラーチェック、ホットスワップ、ホットスペ
ア、または冗長性はサポートされません。

RAID オプションの概要

欠点利点説明RAIDオプション

•エラーチェック
なし

•耐障害性なし

•ホットスワップな
し

•冗長性なし

•ホットスペアな
し

•より多くのスト
レージ

•優れたパフォーマ
ンス

データはストライプブ

ロックに均一に保存さ

れ、冗長性はありませ

ん

RAID 0
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•ストレージは少な
い

•パフォーマンス上
の影響

•ハイアベイラビ
リティ

•耐障害性

•ホットスペア

•ホットスワップ

ミラーリングされた

ディスクドライブと、

オプションのホットス

ペアディスクドライブ

RAID 1

•低いパフォーマン
ス

• RAID 1よりも優
れたストレージ効

率

• RAID 0よりも高
い耐障害性

•低コストの冗長性

•ホットスワップ

データはストライプブ

ロックに保存され、パ

リティデータはすべて

のディスクドライブ全

体に千鳥状に配置され

ます

RAID 5

•エラーチェック
なし

•耐障害性なし

•ホットスワップな
し

•冗長性なし

•ホットスペアな
し

•ポータブル
RAID向けに設定され
たディスクドライブ

JBODとも呼ばれます

非 RAID

RAID の設定
KVMコンソールからアクセス可能なCIMCGUIまたはWebBIOSを使用し、RAIDを設定します。

CIMC GUI を使用した RAID の設定
仮想ドライブの RAIDレベル、ストリップサイズ、ホストアクセス権限、ドライブキャッシン
グ、および初期化パラメータを設定するには、次の手順を実行します。この手順を使用して、ド

ライブをホットスペアドライブに指定したり、ドライブをブート可能にしたりすることもできま

す。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [RAID]をクリックします。次のどちらかを実行します。

• [Configure Virtual Drive]ダイアログボックスが表示されない場合は、次の手順に進みます。

• [Configure Virtual Drive]ダイアログボックスが表示され、仮想ドライブが設定されていない
場合は、ステップ 5に示すようにフィールドを入力します。

ステップ 3 [Storage Cards]領域のタブメニューで、[Virtual Drive Info]タブをクリックします。

図 23：[Virtual Drive Info] タブ

ステップ 4 [Virtual Drive Info]タブの [Actions]領域で、[Create]をクリックします。
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[Configure Virtual Drive]ダイアログボックスが表示されます。

図 24：[Configure Virtual Drive] ダイアログボックス

ステップ 5 必要に応じて次のフィールドに値を入力します。

説明名前

RAID設定で使用できるドライブを表示します。

ドライブを移動するには、ドライブをクリックして適

切なテーブルにドラッグします。

（注）

[Available Drives]テーブル

RAID設定に選択されたドライブを表示します。

ドライブを移動するには、ドライブをクリックして適

切なテーブルにドラッグします。

（注）

[Selected Drives]テーブル
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説明名前

RAIDレベルのオプション。次のいずれかになります。

• [RAID 0]：ブロックストライピング。

• [RAID 1]：ミラーリング。

• [RAID5]：パリティを使用したブロックストライピング。

シングル幅の Eシリーズサーバでは、RAID 0および
RAID 1レベルがサポートされます。ダブル幅の Eシ
リーズサーバでは、RAID 0、RAID 1、および RAID
5レベルがサポートされます。 PCIeオプションを搭
載したダブル幅の Eシリーズサーバは、RAID 0およ
び RAID 1レベルをサポートします。

（注）

[RAIDLevel]ドロップダウンリ
スト

仮想ドライブの名前。

最大 15文字を入力します。数字、大文字、および小文字を使
用できます。特殊文字はサポートされていません。

[Name]フィールド

ストリップサイズのオプション。次のいずれかになります。

• 64 KB

• 32KB

• 16 KB

• 8 KB

[Strip Size]ドロップダウンリス
ト

コントローラによるドライブの初期化方法。次のいずれかにな

ります。

• [Quick]：コントローラはただちにドライブを初期設定しま
す。 これがデフォルトであり、推奨オプションです。

• [Full]：コントローラは新しい設定を完全に初期化します。

ドライブのサイズによっては、[Full]初期化は完
了するまで数時間かかる場合があります。進行

状況を確認するには、[General]領域の [Initialize
Progress]フィールドと [Initialize Time Elapsed]
フィールドを参照します。

（注）

• [None]：コントローラはドライブを初期化しません。

[Initialization]ドロップダウン
リスト
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説明名前

コントローラによるドライブキャッシングの処理方法。次のい

ずれかになります。

• [Disable]：ドライブでのキャッシングはディセーブルにな
ります。

これがデフォルトであり、推奨オプションで

す。

（注）

• [Unchanged]：コントローラでは、ドライブで指定された
キャッシングポリシーを使用します。これがデフォルト

であり、推奨オプションです。

• [Enable]：ドライブでのキャッシングはイネーブルになり
ます。 このオプションは、データへのアクセス遅延を最

小限に抑えます。

ドライブのキャッシュをイネーブルにすると、ハー

ドディスクドライブに対するすべての保証が無効

になります。この設定オプションはサポートされ

ていません。このオプションは、自己の責任にお

いて使用してください。

注意

[Drive Cache]ドロップダウン
リスト

ホストのアクセス権限を設定します。次のいずれかになりま

す。

• [Read-Write]：ホストはドライブにフルアクセスできます。

• [ReadOnly]：ホストはドライブからデータの読み取りだけ
を実行できます。

• [Blocked]：ホストはドライブにアクセスできません。

[Access Policy]ドロップダウン
リスト

コントローラによるドライブのブート方法。次のいずれかにな

ります。

• [Enable]：コントローラはこのドライブをブート可能にし
ます。

• [Disable]：このドライブはブートできません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザを

RAIDアレイにインストールする場合は、このチェッ
クボックスをオンにすることを推奨します。

（注）

[Set this Virtual Drive Bootable]
チェックボックス
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説明名前

[Available Drives]テーブル内のドライブをホットスペアドライ
ブとして指定します。

RAID 1にのみ適用できます。このチェックボックス
は、他の RAIDレベルではグレーアウトされます。

ダブル幅の Eシリーズサーバに適用可能。

（注）

[Use the Remaining Drive as Hot
Spare]チェックボックス

ステップ 6 RAID設定を確認し、[Confirm]をクリックして変更を確定します。

WebBIOS による RAID の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 WebBIOSにアクセスするには、ブート中に Ctrlキーを押した状態で Hを押します。
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[LSI Logic]から [Adapter Selection]ページが表示されます。このページでは、RAIDを設定できま
す。このページの詳細については、LSI Logicのマニュアルを参照してください。

図 25：WebBIOS

次の作業
Eシリーズサーバのオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザがプレイン
ストールされていないEシリーズサーバ）を購入した場合は、オペレーティングシステムをイン
ストールします。オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール, （77ペー
ジ）を参照してください。
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第 8 章

オペレーティングシステムまたはハイパー

バイザのインストール

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前に
インストールされていない Eシリーズサーバ）を購入した場合、オペレーティングシステム
またはハイパーバイザをインストールする必要があります。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

• オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストール方法, 77 ページ

• KVMコンソール, 78 ページ

• PXEインストールサーバ, 80 ページ

• ホストイメージのマッピング, 81 ページ

• VMware vSphereHypervisorのダウンロードとインストールの基本的なワークフロー, 86 ペー
ジ

• サーバのブート順の設定, 89 ページ

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのイン

ストール方法
Eシリーズサーバではいくつかのオペレーティングシステムおよびハイパーバイザがサポートさ
れます。インストールされるプラットフォームに関係なく、次のいずれかの方法を使用してサー

バにインストールできます。

• KVMコンソール

• PXEインストールサーバ
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•ホストイメージのマッピング

仮想ドライブをマッピングするには、1つの方法だけを使用する必要があります。たとえば、
KVMコンソールまたはホストイメージのマッピングのいずれかを使用する必要があります。
方法を組み合わせて使用すると、サーバが未定義の状態になります。

注意

KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウスの直接接続をエミュレートします。 KVMコンソールを使用すると、リモートの
場所からサーバに接続できます。サーバに物理的に接続された CD/DVDドライブまたはフロッ
ピードライブを使用する代わりに、KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮
想 CD/DVDドライブまたはフロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたは
ディスクイメージファイルです。次のいずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用し、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをサーバにインス
トールし、次の操作を行えます。

•ブートアップ時に F2を押すと、BIOSセットアップメニューにアクセスできます。

•ブートアップ時に F8を押すと、CIMC設定ユーティリティにアクセスできます。

•ブートアップ時に Ctrlキーと Hキーを押すと、WebBIOSにアクセスして RAIDを設定でき
ます。

KVM コンソールによるオペレーティングシステムまたはハイパーバイ
ザのインストール

はじめる前に

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクまたはディスクイメー

ジファイルの場所を確認します。
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VMwarevSphereHypervisor™には、カスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされ
たイメージをダウンロードするには、カスタマイズした VMware vSphere Hypervisorイメージ
のダウンロード, （87ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクを CD/DVDドライブ
にロードするか、ディスクイメージファイルをコンピュータにコピーします。

ステップ 2 CIMCを開いていない場合は CIMC GUIにログインします。

ステップ 3 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 6 KVMコンソールの [Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Media]タブで、次のいずれかの方法を使用して仮想メディアをマップします。
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•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストールディスクが含まれている
CD/DVDドライブの [Mapped]チェックボックスをオンにします。

• [Add Image]をクリックし、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのインストー
ルディスクイメージに移動してこれを選択します。[Open]をクリックしてディスクイメー
ジをマウントし、マウントされたディスクイメージの [Mapped]チェックボックスをオンに
します。

インストールプロセス中は [Virtual Media]タブを開いたままにする必要があります。
タブを閉じると、すべての仮想メディアのマッピングが解除されます。

（注）

ステップ 8 仮想 CD/DVDドライブがブートデバイスになるようにブート順を設定します。
ブート順序を設定するには、サーバのブート順の設定, （89ページ）を参照してください。

ステップ 9 サーバをリブートします。

サーバを再起動すると、仮想 CD/DVDドライブからインストールプロセスが開始します。残り
のインストールプロセスについては、インストールしているプラットフォームのインストレー

ションガイドを参照してください。

ステップ 10 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後もディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバをインストールする

手順については、適切なオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照し

てください。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムにドライバをインストールする手順については、
Microsoft Windows Server用ドライバのインストール, （84ページ）を参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定に戻します。

PXE インストールサーバ
Preboot Execution Environment（PXE）インストールサーバを使用すると、クライアントはリモー
トの場所からオペレーティングシステムまたはハイパーバイザをブートおよびインストールでき

ます。この方法を使用するには、PXE環境が設定されていて、VLAN（通常は専用のプロビジョ
ニングVLAN）で使用できるようになっている必要があります。さらに、サーバがネットワーク
からブートするように設定されている必要があります。サーバは、ブートすると、PXE要求を
ネットワーク経由で送信します。PXEインストールサーバは、この要求に応答確認し、サーバに
オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールするイベントのシーケンスを開

始します。

PXEサーバでは、インストールディスク、ディスクイメージ、またはスクリプトを使用してオペ
レーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールできます。また、独自のディスク

イメージを使用して、プラットフォーム、追加コンポーネント、またはアプリケーションをイン

ストールすることもできます。
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PXEインストールは、多数のサーバにプラットフォームをインストールする場合に効率のよい
方法です。ただし、この方法を使用するには PXE環境をセットアップする必要があることを
考えると、他のインストール方法を使用する方が簡単な場合があります。

（注）

PXE インストールサーバによるオペレーティングシステムまたはハイ
パーバイザのインストール

はじめる前に

VLAN経由でサーバに到達できることを確認します。

VMwarevSphereHypervisor™には、カスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされ
たイメージをダウンロードするには、カスタマイズした VMware vSphere Hypervisorイメージ
のダウンロード, （87ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 PXEのブート順を最初に設定します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

VLANで PXEインストールサーバを使用できる場合は、サーバが再起動するとインストールプ
ロセスが開始します。通常、PXEインストールは自動化されており、追加のユーザ入力を必要と
しません。残りのインストールプロセスについては、インストールしているオペレーティング

システムまたはハイパーバイザのインストレーションガイドを参照してください。

次の作業

インストールが完了したら、LANのブート順を元の設定に戻します。

ホストイメージのマッピング
ホストイメージのマッピング機能を使用すると、ホストイメージのダウンロード、マッピング、

マッピング解除、または削除を行えます。リモート FTPまたはHTTPサーバから CIMC内部リポ
ジトリに、MicrosoftWindows、Linux、VMwareなどのホストイメージをダウンロードし、そのイ
メージを Eシリーズサーバ内の USBコントローラの仮想ドライブにマッピングします。イメー
ジをマッピングした後に、イメージがマウントされた仮想ドライブを最初にブートされるドライ

ブとしてブート順を設定し、サーバをリブートします。ホストイメージのファイル拡張子は .iso
または .imgである必要があります。
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ホストイメージのマッピング機能では、診断イメージをダウンロードし、マウントすることもで

きます。診断イメージのファイル拡張子は .diagである必要があります。

ホストイメージのマッピング

はじめる前に

• CIMCに admin特権を持つユーザとしてログインします。

•適切なサードパーティからホストイメージファイルを取得します。

VMwarevSphereHypervisor™には、カスタマイズしたイメージが必要です。カスタマイズされ
たイメージをダウンロードするには、カスタマイズした VMware vSphere Hypervisorイメージ
のダウンロード, （87ページ）を参照してください。

（注）

アップデートがすでに処理中であるときにイメージのアップデートを開始すると、どちらの

アップデートも失敗します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 26：ホストイメージのマッピング
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ステップ 3 [Host Image Mapping]ページで、[Add Image]をクリックします。
[Download Image]ダイアログボックスが開きます。次のフィールドに入力します。

説明名前

イメージが配置されているリモートサーバのタイプ。次のいず

れかになります。

• FTP

• HTTP

選択したリモートサーバによって、表示されるフィー

ルドが変わります。

（注）

[Download Image From]ドロッ
プダウンリスト

リモート FTPまたは HTTPサーバの IPアドレス。[FTP]または [HTTP Server IP
Address]フィールド

リモート FTPまたは HTTPサーバのパスおよびファイル名。

パスワードには、最大 80文字を使用できます。

•ホストイメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .isoまたは .imgになります。

•診断イメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .diagになります。

[FTP]または[HTTP File Path]
フィールド

リモートサーバのユーザ名。

ユーザ名は 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Username]フィールド

ユーザ名のパスワード。

パスワードは 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Password]フィールド

ステップ 4 [Download]をクリックします。
[Host ImageMapping]ページが開きます。 [Host ImageMapping Status]領域で、イメージダウンロー
ドのステータスを表示できます。イメージが正常にダウンロードされ、処理された後、ページが

リフレッシュされます。ページがリフレッシュされた後、新しいイメージが [Image Information]
領域に表示されます。
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ステップ 5 [Image Information]領域で、マップするイメージを選択し、[Map Selected Image]をクリックしま
す。

イメージがマップされ、USBコントローラの仮想ドライブにマウントされます。仮想ドライブに
は、次のいずれかを指定できます。

• HDD：ハードディスクドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ

• CD/DVD：ブート可能 CD-ROMまたは DVDドライブ

ステップ 6 イメージをマウントする仮想ドライブが最初のブートデバイスになるようにブート順を設定しま

す。

ブート順序を設定するには、サーバのブート順の設定, （89ページ）を参照してください。

イメージがどの仮想ドライブにマウントされているか確認するには、[Host ImageMapping]
ページの [Host Image Update Status]領域を参照してください。

ヒント

ステップ 7 サーバをリブートします。

ステップ 8 イメージに応答ファイルが含まれる場合、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザのイ

ンストールが自動的に実行され、イメージがインストールされます。含まれない場合、インス

トールウィザードが表示されます。ウィザードステップに従ってイメージをインストールしま

す。

ステップ 9 オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをインストールした後もディスクドライブが表

示されない場合は、ドライバをインストールする必要があります。ドライバをインストールする

手順については、適切なオペレーティングシステムまたはハイパーバイザのマニュアルを参照し

てください。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムにドライバをインストールする手順については、
Microsoft Windows Server用ドライバのインストール, （84ページ）を参照してください。

次の作業

•インストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定に戻します。

•ホストイメージのマッピングを解除します。ホストイメージのマッピング解除, （85ペー
ジ）を参照してください。

Microsoft Windows Server 用ドライバのインストール

Eシリーズサーバオプション 1（オペレーティングシステムやハイパーバイザが事前にイン
ストールされていない Eシリーズサーバ）を購入し、Microsoft Windows Serverを自分でイン
ストールした場合は、ドライバをインストールする必要があります。

（注）
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Microsoft Windowsオペレーティングシステムでは、3種類のドライバをインストールする必要が
あります。

• Windows 2008 R2用オンボードネットワークドライバ

• Windows 2008 R2用 LSIドライバ（オンボードハードウェア RAIDコントローラ）

• Windows 2008 R2用 Intelドライバ

Windows 2012では、追加ドライバは必要ありません。（注）

10ギガビットアドオンカードを購入した場合は、Windows 2008 R2用の 10G PCIeネットワーク
ドライバもインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 ドライバをCisco.comからダウンロードします。シスコからのソフトウェアの取得,（108ページ）
を参照してください。

ステップ 2 ドライバファイルを USBフラッシュドライブにコピーします。

ステップ 3 所有するMicrosoft Windows Serverをインストールします。
インストールプロセス中に、LSIドライバの設定を求めるプロンプトが表示されます。

ステップ 4 USBフラッシュドライブを Eシリーズサーバの USBスロットに接続し、LSIドライバをインス
トールします。

ステップ 5 Microsoft Windows Serverのインストールが完了したら、オンボードネットワークドライバ
（Broadcom）と Intelドライバをインストールします。

ホストイメージのマッピング解除

はじめる前に

admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 27：ホストイメージのマッピング

ステップ 3 [Unmap Image]をクリックします。
マップされたイメージが USBコントローラの仮想ドライブからアンマウントされます。

VMware vSphere Hypervisor のダウンロードとインストー
ルの基本的なワークフロー

VMware FL-SRE-V-HOSTライセンスを使用する場合（VMware vSphere Hypervisor™ 5.Xに相
当）、使用している RAMが 32 GB以下であることを確認してください。 RAMが 32 GBより
も大きい場合はエラーメッセージが表示され、ライセンスを適用することができません。 48
GB RAMを使用するには、ライセンスを FL-SRE-V-HOSTVCにアップグレードします。

注意

•カスタマイズした VMware vSphere Hypervisor™イメージをダウンロードします。

• VMware vSphere Hypervisorのイメージをインストールします。

• VMware vSphere Hypervisor™に固定 IPアドレスを割り当てます。

• vSphere Clientをダウンロードし、インストールします。
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カスタマイズした VMware vSphere Hypervisor イメージのダウンロード

手順

ステップ 1 https://my.vmware.com/web/vmware/loginに移動します。
[VMware Login]ページが表示されます。

ステップ 2 VMwareクレデンシャルを入力し、[Log In]をクリックします。
VMwareのアカウントをお持ちでない場合は、[Register]をクリックして無料のアカウントを作成
します。

ステップ 3 [Support Requests]ペインの [Knowledge Base]をクリックします。

ステップ 4 右上にある [Search]フィールドに ESXi-5.0.0-623860-custom-Cisco-2.0.1.6.isoと入力し、[Search]を
クリックします。

ステップ 5 [Search Results]の [Download VMware View 5.1]をクリックし、カスタマイズした VMware vSpere
Hypervisor™イメージをダウンロードします。

次の作業

VMwarevSpereHypervisor™イメージをインストールします。インストール手順については、「ホ
ストイメージのマッピング」を参照してください。

VMware vSphere Hypervisor へのスタティック IP アドレスの割り当て
スタティック IPアドレスをVMware vSphere Hypervisor™に割り当てるには、次の手順を実行しま
す。

はじめる前に

•カスタマイズしたVMware vSphereHypervisor™イメージをダウンロードします。カスタマイ
ズした VMware vSphere Hypervisorイメージのダウンロード, （87ページ）を参照してくだ
さい。

カスタマイズしたイメージをダウンロードするには、VMwareにアカウントが
必要です。

（注）

•イメージを Eシリーズサーバにインストールします。インストール手順については、「ホ
ストイメージのマッピング」を参照してください。
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CIMC GUI によるサーバのブート順の設定

はじめる前に

CIMCに admin特権を持つユーザとしてログインします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 28：BIOS

ステップ 3 [Actions]領域の [Configure Boot Order]をクリックします。
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[Configure Boot Order]ダイアログボックスが表示されます。

図 29：[Configure Boot Order] ダイアログボックス

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、必要に応じて次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

サーバのブートオプション。次のものがあります。

• HDD：ハードディスクドライブ。次のオプションがあり
ます。

• Cypress

• PCI RAIDアダプタ

• Linux仮想 FDD/HDD

• FDD：フロッピーディスクドライブ。次のオプションが
あります。

◦ Linux仮想フロッピー

• CD/DVD：ブート可能CD-ROM。次のオプションがありま
す。

◦ Linux仮想 CD/DVD

•ネットワークデバイス（PXE）：PXEブート。次のオプ
ションがあります。

◦コンソールまたは GE0

•コンソール：Cisco 2900およびCisco 3900シリー
ズ ISR G2に適用可能。

• GE0：Cisco 4400シリーズ ISRに適用可能。

◦ GE1

◦ GE2

◦ GE3：ダブル幅 Eシリーズサーバに適用可能。

•内部 EFIシェル：内部 Extensible Firmware Interface。

[Device Types]テーブル

選択したデバイスタイプを [BootOrder]テーブルに移動します。Add >

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルから削除しま
す。

< Remove

このサーバがブートできるデバイスタイプが、ブートが試行さ

れる順番に表示されます。

[Boot Order]テーブル
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説明名前

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで高いプライ
オリティに移動します。

Up

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで低いプライ
オリティに移動します。

Down

ステップ 5 [Apply]をクリックします。
サーバに接続しているデバイスによっては、実際のブート順に追加のデバイスタイプが付加され

る場合があります。

次の作業

•サーバを再起動して、新しいブート順でブートします。

BIOS セットアップメニューによるブート順の設定
Eシリーズサーバに直接接続されている USBや外部 CD ROMドライブなど、外部のブート可能
なデバイスからサーバをブートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 ブート中にプロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップメニューにアクセスしま
す。
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[Aptio Setup Utility]が開き、BIOSセットアップメニューオプションが表示されます。

図 30：BIOS セットアップメニュー

ステップ 6 [Boot]タブをクリックします。

ステップ 7 ページ下部の [Boot Options Priority]領域の下までスクロールします。次のブートオプションの優
先順位が表示されます。

• Floppy Drive BBS Priorities

• Network Device BBS Priorities

• Hard Drive BBS Priorities

• CD/DVD ROM Drive BBS Priorities

ステップ 8 キーボードの↑または↓キーを使用して、適切なオプションを強調表示します。

ステップ 9 Enterを押して強調表示したフィールドを選択します。

ステップ 10 [Boot Option 1]として適切なデバイスを選択します。

ステップ 11 F4を押して、設定を保存して終了します。
BIOSセットアップの [Main]タブに、[Boot Option 1]として設定したデバイスが表示されます。
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第 9 章

ルータと E シリーズサーバ間の接続の設定

この章では、ISR G2と Eシリーズサーバ間、および Cisco ISR 4451-XとEシリーズサーバ間の
内部接続を設定するための手順について説明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• ISR G2と Eシリーズサーバ間の内部接続の設定, 95 ページ

• Cisco ISR 4451-Xと Eシリーズサーバ間の内部接続の設定, 99 ページ

• ネットワークインターフェイスマッピングの概要, 104 ページ

• Microsoft Windows、Linux、およびVMware vSphere HypervisorのMACアドレスの決定 , 106
ページ

ISR G2 と E シリーズサーバ間の内部接続の設定
アプリケーションまたはオペレーティングシステムに対するトラフィックを ISR G2経由にする
には、次の設定を使用します。 ISR G2と Eシリーズサーバ間の内部接続を設定するには、これ
らの IPアドレスを設定する必要があります。

•トラフィックを PCIe接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

◦ルータを EシリーズサーバのGE0インターフェイスに接続するルータの内部 PCIeイン
ターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE0インターフェイスの IPアドレス。

•トラフィックをMGF接続経由にするには（次の図を参照）、次のように設定します。

◦ルータの内部MGF VLANインターフェイスの IPアドレス。

◦ Eシリーズサーバの GE1インターフェイスの IPアドレス。
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ネットワークインターフェイスマッピングの概要
このセクションでは、次のデバイスのネットワークインターフェイスマッピングを決定する方法

について説明します。

• Eシリーズサーバのコンソール、GE1、GE2、および GE3インターフェイス：ISR G2

• Eシリーズサーバの GE0、GE1、GE2、および GE3インターフェイス：Cisco ISR 4451-X

• NetXtreme II 1 Gigabit Server（PCIeカード）

• NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）

、E シリーズサーバのコンソール、GE1、GE2、および GE3 インターフェイスのネットワークイン
ターフェイスマッピングの決定：ISR G2

ネットワークインターフェイスのMACアドレスを見ると、Eシリーズサーバのポートの番号付
けを決定できます。次の点に注意してください。

•番号が最も小さいMACアドレスは、ルータのコンソールインターフェイスに対応します。

• 2番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE1インターフェイスです。

• 3番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE2インターフェイスです。

• 4番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE3インターフェイスです。

インターフェイスのMACアドレスを決定するには、MicrosoftWindows、Linux、およびVMware
vSphere HypervisorのMACアドレスの決定 , （106ページ）、または適切なプラットフォーム
のドキュメントを参照してください。

（注）

E シリーズサーバの GE0、GE1、GE2、および GE3 インターフェイスのネットワークインターフェ
イスマッピングの決定：Cisco ISR 4451-X

ネットワークインターフェイスのMACアドレスを見ると、Eシリーズサーバのポートの番号付
けを決定できます。次の点に注意してください。

•番号が最も小さいMACアドレスは、EシリーズサーバのGE0インターフェイスに対応しま
す。

• 2番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE1インターフェイスです。

• 3番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE2インターフェイスです。

• 4番目に小さいMACアドレスは、Eシリーズサーバの GE3インターフェイスです。
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インターフェイスのMACアドレスを決定するには、MicrosoftWindows、Linux、およびVMware
vSphere HypervisorのMACアドレスの決定 , （106ページ）、または適切なプラットフォーム
のドキュメントを参照してください。

（注）

NetXtreme II 1 Gigabit Server のインターフェイス名とポートマッピングの決定

NetXtreme II 1 Gigabit Server（PCIeカード）のインターフェイス名とポート番号のマッピングを決
定するには、次の操作を実行します。

1 ネットワークケーブルを使用して外部ネットワークデバイスに PCIeカードのポート 0を接続
します。

2 ホストオペレーティングシステムからインターフェイスのステータスをチェックし、接続さ

れているインターフェイスを確認します。

3 ポート 1、2、3に対して手順 2を繰り返します。

インターフェイスのステータスを確認する方法については、適切なオペレーティングシステ

ムのドキュメントを参照してください。

（注）

NetXtreme II 10 Gigabit Server のインターフェイス名とポートマッピングの決定

NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）では 1つのポートのみイネーブルになっていま
す。

（注）

NetXtreme II 10 Gigabit Server（PCIeカード）のインターフェイス名とポート番号のマッピングを
決定するには、次の操作を実行します。

1 ネットワークケーブルを使用して外部ネットワークデバイスに PCIeカードのポート 0を接続
します。

2 ホストオペレーティングシステムからインターフェイスのステータスをチェックし、接続さ

れているインターフェイスを確認します。

インターフェイスのステータスを確認する方法については、適切なオペレーティングシステ

ムのドキュメントを参照してください。

（注）
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第 10 章

BIOS

この章は、次の項で構成されています。

• BIOSの概要, 107 ページ

• 現在の BIOSバージョンの確認, 108 ページ

• シスコからファームウェアを入手するためのオプション, 108 ページ

• シスコからのソフトウェアの取得, 108 ページ

• BIOSファームウェアのインストール, 109 ページ

• BIOSセットアップメニューへのアクセス, 114 ページ

• BIOSセットアップメニューによる設定の変更, 117 ページ

BIOS の概要
BIOSは、システム内のハードウェアを初期化します。 CPUが初期化されると、マザーボード上
の他のチップも初期化されます。 BIOSはシステム内のブートデバイスを検出し、指定の順序で
ブートします。オペレーティングシステムをブートし、オペレーティングシステムが使用する

ハードウェアを設定します。 BIOSの管理可能な機能により、ハードウェアと連携して使用でき
るようになります。さらに、BIOSはシステムを設定し、ファームウェアを管理し、BIOSエラー
レポートを作成するオプションも提供します。

BIOSには次の機能があります。

• PCI接続されたデバイスのブートを提供するオプションの ROM

•仮想および物理ブートデバイス（SCSI、FC、ネットワーク、および USB）の管理

•プロセッサの設定

•メモリの設定

•電源管理（Cステート）
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ステップ 4 [Downloads]（中央）ペインの [All Downloads]（右下）をクリックします。
[Download Software]ページが表示されます。

ステップ 5 左のペインの [Products]をクリックします。

ステップ 6 中央のペインの [Unified Computing and Servers]をクリックします。

ステップ 7 右のペインの [Cisco UCS E-Series Software]をクリックします。

ステップ 8 右のペインで、ソフトウェアをダウンロードするサーバモデル名をクリックします。

[Download Software]ページが表示され、次の情報が示されます。

• Unified Computing System (UCSE) Server Drivers：ドライバが含まれます。

• Unified Computing System (UCSE) Server Firmware：Host UpgradeUtility、BIOSとCIMCのファー
ムウェアイメージが含まれます。

• Unified Computing System (UCSE) Utilites：診断イメージが含まれます。

ステップ 9 適切なソフトウェアカテゴリリンクをクリックします。

ステップ 10 ダウンロードするソフトウェアイメージに対応する [Download]ボタンをクリックします。
[End User License Agreement]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 11 （任意）複数のソフトウェアイメージをダウンロードするには、次の手順を実行します。

a) ダウンロードするソフトウェアイメージに対応する [Add to cart]ボタンをクリックします。
b) 右上にある [Download Cart]ボタンをクリックします。
カートに追加したすべてのイメージが表示されます。

c) 右下にある [Download All]ボタンをクリックしてすべてのイメージをダウンロードします。
[End User License Agreement]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [Accept License Agreement]をクリックします。

ステップ 13 必要に応じて、次のいずれかを実行します。

•ソフトウェアイメージファイルをローカルドライブに保存します。

• TFTPサーバからソフトウェアイメージをインストールする予定の場合、使用するTFTPサー
バにファイルをコピーします。

サーバには、TFTPサーバのコピー先フォルダに対する読み取り権限が必要です。

次の作業

ソフトウェアイメージをインストールします。

BIOS ファームウェアのインストール
BIOSファームウェアは、ブラウザまたは TFTPサーバからインストールできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 33：BIOS

ステップ 3 [Firmware Actions]領域で [Install BIOS Firmware through Browser Client]をクリックします。

ステップ 4 [Install BIOSFirmware]ダイアログボックスの [Browse]をクリックし、[Choose File]ダイアログボッ
クスを使用してインストールするファイルを選択します。

ステップ 5 [Install Firmware]をクリックします。
BIOSをダウンロードし、ホストの電源を切り、BIOSをアップグレードして、ホストの電源を投
入します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。

図 34：BIOS

ステップ 3 [Firmware Actions]領域で [Install BIOS Firmware from TFTP Server]をクリックします。

ステップ 4 [Install BIOS Firmware]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ファームウェアイメージが存在する TFTPサーバの IPアドレ
ス。

[TFTP Server IP Address]フィー
ルド

サーバ上のBIOSファームウェアイメージファイルの名前。こ
の名前を入力するときは、イメージファイルの相対パスを、

TFTPツリーの最上位からファイルの場所まで含めてください。

[Image Path and Filename]フィー
ルド

ステップ 5 [Install Firmware]をクリックします。
BIOSをダウンロードし、ホストの電源を切り、BIOSをアップグレードして、ホストの電源を投
入します。
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BIOS セットアップメニューへのアクセス
BIOSセットアップメニューには、2通りの方法でアクセスできます。

• KVMコンソールから CIMCを介する

• Eシリーズサーバに物理的に接続されたコンソールを介する

KVM コンソールからの BIOS セットアップメニューへのアクセス

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 BIOSセットアップメニューにアクセスするには、ブート時に F2 を押します。
[Aptio Setup Utility]が開き、BIOSセットアップメニューオプションが表示されます。

図 35：BIOS セットアップメニュー
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次の表では、BIOSセットアップメニューのタブの詳細について説明します。

説明タブ

次の情報を提供します。

• BIOSバージョン、システムメモリ、およびアクセス
レベルに関する全般的な情報

•システムの日付、時刻、および言語を定義する設定

[Main]タブ

次を実行できます。

•オプションのROMを搭載したレガシーネットワーク
デバイスとレガシー大容量ストレージデバイスのブー

トオプションをイネーブルまたはディセーブルにす

る

• PCI、PCI-X、PCIエクスプレス、信頼されたコン
ピューティング設定、WHEA設定を指定する

• CPU、サーマル、USB、およびシステム IOチップパ
ラメータを設定する

•ランタイムエラーロギングサポートのセットアップ
オプションを設定する

•シリアルポートへのコンソールリダイレクションを
設定する

[Advanced]タブ

次を実行できます。

•ノースブリッジ、サウスブリッジ、およびMEサブ
システムパラメータを定義する

[Chipset]タブ
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CIMCのセルフテストステータスを示し、次の操作を行
います。

• CIMCと通信するインターフェイスをイネーブルまた
はディセーブルにする

• FRB-2タイマーをイネーブルまたはディセーブルにす
る

• FRB-2タイマーの有効期限を指定し、FRB-2タイマー
が期限切れになったときのシステムの動作を設定する

• OSウォッチドッグタイマーをイネーブルまたはディ
セーブルにする

• CIMCセルフテストコマンドによって戻されたレポー
トを記録する

•システムイベントログ設定を変更する

[Server Mgmt]タブ

次を実行できます。

•システムがセットアップアクティベーションキーを
待機する時間を秒単位で設定する

•キーボードの NumLockキーをイネーブルまたはディ
セーブルにする

•ブート順のルールを定義する

• Gate A20パラメータを設定する

• CSMサポートをイネーブルまたはディセーブルにす
る

•ハードディスクドライブ、ネットワークデバイス、
CDROM、DVD、およびフロッピーディスクのグルー
プのデバイスのブート順を定義する

[Boot]タブ

次を実行できます。

• BIOS管理者およびユーザのパスワードを定義または
変更する

[Security]タブ

次の操作を行うためのオプションを提供します。

•変更を保存、変更を破棄、設定をデフォルトに戻す

[Save & Exit]タブ
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BIOS セットアップメニューによる設定の変更
サーバのBIOS設定を変更するには、次の手順を実行します。詳しい手順は、BIOS画面にも表示
されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 4 [Server Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックしてサーバをリブートします。

ステップ 5 BIOSセットアップメニューにアクセスするには、ブート時に F2 を押します。
[Aptio Setup Utility]が開き、BIOSセットアップメニューオプションが表示されます。

図 36：BIOS セットアップメニュー

ステップ 6 メニュー項目を切り替えるには、キーボードの→または←キーを使用します。

ステップ 7 フィールドを変更するには、次の手順を実行します。
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a) キーボードの↑または↓キーを使用して、変更するフィールドを強調表示します。
b) Enterを押して強調表示されているフィールドを選択し、フィールドの値を変更します。
c) 次のいずれかを実行します。

•変更内容を保存して BIOSセットアップを終了するには、F4を押します。

•変更内容を保存せずに終了するには、Escを押します。

ステップ 8 フィールドをイネーブルまたはディセーブルにするには、キーボードの Spaceを押します。
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第 11 章

破損した CIMC ファームウェアの復旧

この章は、次の項で構成されています。

• CIMCファームウェアイメージの概要, 119 ページ

• 破損した CIMCファームウェアイメージからの回復, 120 ページ

• 障害がある SDカードからの復旧, 122 ページ

• 破損ファイルシステムの回復, 124 ページ

CIMC ファームウェアイメージの概要
Eシリーズサーバのブートに問題がある場合は、CIMCファームウェアイメージが破損している、
SDカードに問題がある、ファイルシステムが破損している、または CIMCファームウェアのイ
ンストールが正常に終了しなかったことが原因として考えられます。破損した CIMCファーム
ウェアイメージから回復するには、次のいずれかの操作を適宜実行してください。

セキュリティ上の観点から、boot backupコマンドはディセーブルです。重要

• CIMCファームウェアイメージが破損している場合は、破損した CIMCファームウェアイ
メージからの回復, （120ページ）を参照してください。

• SDカードに問題がある場合は、「障害があるSDカードからの復旧」を参照してください。

•ファイルシステムが破損している場合は、破損ファイルシステムの回復, （124ページ）を
参照してください。

• CIMCファームウェアのインストールが正常に終了しなかった場合は、CIMCファームウェ
アを再インストールします。
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第 12 章

診断テスト

この章は、次の内容で構成されています。

• 診断テストの概要, 129 ページ

• 診断イメージのホストへのマッピング, 130 ページ

• 診断テストの実行, 133 ページ

診断テストの概要
診断とはEシリーズサーバで実行されるスタンドアロンのユーティリティで、サーバのオペレー
ティングシステムやアプリケーションに関係なく動作します。 Eシリーズサーバに問題がある
場合は、診断テストを使用して事前チェックを実行し、問題を切り分けます。診断テストはサー

バCPU、メモリ、およびブロックデバイスに対して実行できます。ブロックデバイスには、ハー
ドドライブ、USBドライブ、および SDカードが含まれます。

診断テストに合格した場合、サーバのCPU、メモリ、またはブロックデバイスに問題がないこと
を示します。ただし、他のハードウェアコンポーネントやソフトウェア設定に問題がある可能性

があります。 Cisco Technical Assistance Center（TAC、http://www.cisco.com/cisco/web/support/
index.html）でサービスリクエストを開き、問題を切り分けます。

診断テストに失格した場合、Cisco TACを使用してサービス要求を開いて詳細を確認します。

診断テストは非破壊試験ですが、テストの実行中に停電が発生したり機器に障害が起こったり

した場合は、ディスクのデータが破損するおそれがあります。これらのテストを実行する前

に、データをバックアップするようお勧めします。

注意

診断テストを実行するための基本的なワークフロー

1 データをバックアップします。
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2 診断イメージは、購入時の Eシリーズサーバに事前にインストールされています。最新の診
断イメージを、指定した FTPまたはHTTPサーバからCIMC内部リポジトリにダウンロードす
ることもできます。

3 診断イメージを USBコントローラの HDD仮想ドライブにマウントします。

4 EFIシェルが最初のブートデバイスになるようにブート順を設定します。

5 サーバをリブートします。

6 EFIシェルから診断テストを実行します。

7 仮想メディアのブート順を元の設定に戻します。

診断イメージのホストへのマッピング

はじめる前に

•データをバックアップします。

• admin権限を持つユーザとして CIMCにログインします。

•診断イメージは、購入時の Eシリーズサーバに事前にインストールされています。最新の
診断イメージを、指定した FTPまたはHTTPサーバから CIMC内部リポジトリにダウンロー
ドすることもできます。「シスコからのソフトウェアの取得」を参照してください。

アップデートがすでに処理中であるときにイメージのアップデートを開始すると、どちらの

アップデートも失敗します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Host Image Mapping]をクリックします。

図 37：ホストイメージのマッピング

ステップ 3 [Host Image Mapping]ページで、[Add Image]をクリックします。
[Download Image]ダイアログボックスが開きます。次のフィールドに入力します。

説明名前

イメージが配置されているリモートサーバのタイプ。次のいず

れかになります。

• FTP

• HTTP

選択したリモートサーバによって、表示されるフィー

ルドが変わります。

（注）

[Download Image From]ドロッ
プダウンリスト

リモート FTPまたは HTTPサーバの IPアドレス。[FTP]または [HTTP Server IP
Address]フィールド
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説明名前

リモート FTPまたは HTTPサーバのパスおよびファイル名。

パスワードには、最大 80文字を使用できます。

•ホストイメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .isoまたは .imgになります。

•診断イメージをインストールする場合、そのイメージの
ファイル拡張子は必ず .diagになります。

[FTP]または[HTTP File Path]
フィールド

リモートサーバのユーザ名。

ユーザ名は 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Username]フィールド

ユーザ名のパスワード。

パスワードは 1～20文字の範囲で指定します。

ユーザ名を設定しない場合は、ユーザ名として

anonymousを入力し、パスワードとして任意の文字を
入力します。

（注）

[Password]フィールド

ステップ 4 [Download]をクリックします。
[Host ImageMapping]ページが開きます。 [Host ImageMapping Status]領域で、イメージダウンロー
ドのステータスを表示できます。イメージが正常にダウンロードされ、処理された後、ページが

リフレッシュされます。ページがリフレッシュされた後、新しいイメージが [Image Information]
領域に表示されます。

ステップ 5 [Image Information]領域で、マップするイメージを選択し、[Map Selected Image]をクリックしま
す。

イメージがマップされ、USBコントローラの仮想ドライブにマウントされます。

ステップ 6 [EFI Shell]が最初のブートデバイスになるようにブート順を設定します。
ブート順を設定するには、「サーバのブート順の設定」を参照してください。

ステップ 7 サーバをリブートします。

EFI Shellが表示されます。

次の作業

診断テストを実行します。
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